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な
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、
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に
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け
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術
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急
テ
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ら
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め
た
要
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し
て
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と
ぐ
.に
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由
德
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を
通
じ
て
の
叙
企
業
の
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な
投
資
意
欲
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強
調
し
、
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の
条
件
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し
て
、
戦
，中
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後
の
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な
技
術
の
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る
必
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の
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力
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の
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独
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：，

の
.ょ
.ぅ
な
技
術
革
新 

の
結
果
、
企
業
経
営
：に
：
つ
い
て
は
、

資
本
主
：義

経

済

. 

に
お
け
る
従
来
の
'競
争
の
概
念
が
変
ヴ
、

：

い
わ
ゆ
る

..
六

五(

七
2'
五
..

)
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ビ
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ネ
ス
を
中
心
と
し
：た
.寡

古

経

済
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支 

配

的

：と

电,
て
：
、
ィ

大

衆

帘

場

で

か

競

争

：を

逋

：じ

^
製

：
： 

ロg

の

品

質0
改
#:
と
.多

糠

お

鈿

格

^
管
理
価
格>

': 

の
低
下
と
が
も
た
ら
さ
れ
、
背
働
装
備
の
高
度
化
と 

.と
^:
に
、
へ_

子
針
箅
機
^
の
^:
ォ
'|
:
ト
.メ
ー
ー
.グ
，
-:
3
ン
' 

に
：̂

%
:卷
業
経
営
0 .
絃
合
的
、
.：集

中

的

管

理

淹

河

能

':
' 

と
な
り
、
ま
た
経
営
規
模
の
E1
大
化
に
と
も
な
う
大 

衆
致
本
の
参
加
、
細
券
喁
至
嗍
の
_

^ :
:他
人
餐
#
 

へ
の
依
存
度
の
破
大
等
め
結
果
、
企
業
の
社
会
的
责 

任
が
.重
大
化
す
る
と
，と
、
さ
ら
に
技
術
革
新
に
ょ
る 

労
使
関
係
へ
の
影
響
、
職
務
内
容
の
変
化
に
と
も
な 

'う
賃
金
. '

W
用
齓
係
み
再
：
編

、
：
労

働

組

合

，
の
，渐

：
し
ー
い

. 

ぢ
り
方
、
失
業
問
題
めi

決
#

に
わ
た
っ
て
述
べ
ら 

’

拟

、

氟

後

に

、
：
：
明

治

.以

來

：
の.矽
筑
茵
一
の
、絡

済

成

長

が 

長
い
、目

で

見.て

経

済

福#,
-
の

向

土

に

寄

与

し

て

馨
 

が

と
、
：そ
し
て
こ
れ
を
■と
く
.に
技
^

#
新
の
観
点
.か 

ら
評
価
ず
ベ
き
こ
と
が
酿
調
さ
れ
.

て
い
る
。

;

と
こ
ろ
で
、
以
上
述
べ
ら
れ
た
う
ち
で
、
技
術
革 

新
の
影
響
に
対
す
る
本
書
の
評
価
の
’

仕
方
に
つ
い
て
' 

^'
へ

例

免

ば

寡

占

経

：
済

—

現

代

の

故

占

、

:.
'
;
証

券

民 

:

生
化
;0
.

时
題
、' '
:

厘
用
問
題
等
々
は
じ
め
と
'1
,

て
、
：資 

本A

義
の
現
実
認
識：

乳
状
分
：析
の
う
V

X .

か
.

ら
«:
ち 

:

_に

容

認1,

得

な

：
い

数

：
多

く

.

の
間
題̂

あ
、る
と
思.

本
れ
： 

る
.

が
、
総

'1
*

.

て
技
術
革
新0
も
た
：ら
す
矛
盾
に
つ
い 

て
，の
本
書
の
認
識
.が
薄
弱
で
あ
る
こ
と
は
争
え
な

い
タ
と
'く
に
、.
欧
米
と
比
べ.て
署
し
い.特
質
.を
も
.つ 

日
本
資
本
主_

の
，場
.合
、
技
術
革
新•，の
影
響
、•そ
.の
ぃ 

矛
盾
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
ビ
ッ
グ
.
ビ
犬
ネ
ス 

等
近
代
化
さ
れ
た
領
域
か
ら
進
ん
で
、
中
小
•
零
細 

企
業
、
農
業
等
お
く
_れ
た
分
.野
の
問
題
に
入
っ
て
行 

く 
ど
..ぎ
.、.
.
.
.
^

*;
.
,示̂
.
.さ^

た
^
勝
'̂
.立
揚
が
.
.
.
^
9
@

度
読
者
を
納
得
せ
し
め
.る
か
は
疑
問
で
.あ
ろ
ぅ
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一
中
華
太
民
共
和
国
は
：一
一
九
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九

年

.

一

0
月
で
汀
谀 

建
国
十
^

^
:̂
迎
ぇ
太
。
ぞ
太
は
生
産
カ
が
極
度

 ̂

0
い
罾
れ
た
.
植

あ

地V 

_
封
建
的
経
済
.か
ら
社
会 

主
義
経
済
べ.の
移
行
ー
の
ニ0
年
ヤ
ぁ
り
、

「

中
国
：の
運 

命
.が
び
^
た
び
入
：民
自
身
の
手
中
'に
握
ら
れ
れ
ぼ
、
 

'中
国
.は
東
に
上
る
太
陽
の
ょ
ぅ
に
自

己
：の
輝
や
.け
る
. 

.ほ
の
お
：で大
地を
ぐま
な自
由で
強大

 

な
人
民
共
南
を
黨
設
で
鲁
る
另
毛
识
東
、

一
九
四 

九
.年)

...
：か
-ど
，.，，ぅ
.^
を

現

実

を
. %

.つ

.て

.檢

証

し

た一..〇 

.年
で
あ
っ
た。

:

'

:.
:-
.
!

.

一
九
五
〇
年
か
ら
五
八
年
ま
で
の
九
年
間
に
..工
業 

#
産
総
輯
は
海
牟
平
均|

^

も̂

：
增

加

：
し

た

が

、
：
：
：
こ

：

の
.
テ
ム
•ホ
の
早
さ
は「

中
国
の
こ
れ
ま
で
の
水
準
が 

'あ
.ま
り
._に
.も

低

す

ぎ

：
た

"か
.ら

，
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ぎ
'な，い

._|

の
か
。
 

雇
1

が

：

t
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倍

半

に

国

民

：
所

得

：

$
1
)
一

倍
半
に
増
大
し
、
；. 

労
働
力
を
も
た
な
い
人
口
の
大
多
数
が
人
民
公
社
を 

通
じ
て
無
料
で
食
糧
を
供
給
さ
れ
る
'
と
い
っ
て
も
、
 

そ
れ
は
過
去
の
中
国
の
余
り
に
も
.悲
糁
な
状
態
と
対 

比
し
，て

の「

変
化」

な
の
で
.あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う 

_

な「

疑
問」

.
に
^

1>
'
そ
本
書
は
，「

世
界
の
人
び
.と
が 

そ
の
政
治
的
見
解
の
い
か
ん
を
と
わ
ザ
み
と
め
ざ
る 

を
え
た
い
、
天
地
を
く
つ
が
え
す
よ
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な
変
化」 
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周
恩
来
、

一
九
五
九
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が
ど
の
よ
う
な
も
の
で 

あ

？
た
か
、
又
か
ぜ
起
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え
た
の
如
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方
面
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賣
书
考
が
ま
と
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把
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文
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訳
で
.あ
：る
。
成
立
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來
の
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主
：義
建
設
の
発
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を
概
観
し
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大
.な 
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1-
他
を
周
恩
来
、
副
総
理
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李
富
春
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財
政 

部

門
.
率
先
念
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鉄
銷
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鶴
舂
、
軽
'

H

業

. 

李
燭
麈
他
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;
農

業

，
廖
魯
言
他
、
交

通
•
電

信
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茈
操
、
商
業
と
対
外
賀
易
.
姚
依
林
、
生
産
力
の
発 
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展
と
免
働
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改
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文
瑞
い
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賈
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七
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文
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と
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力
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項

目
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文
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が
つ
い
.て
い
る
。
従
.っ
て
本
書
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各
部
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別
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お
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.
る
社
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義
的
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模
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献
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連
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迎
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テ
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又
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箪
で
、明
治
絶
対
主
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政
府
は
大
蔵
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統
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司
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刊
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介
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に
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訳
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蒙
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す
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：
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.
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。
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が
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